
 
平成 29 年 8 月 29 日 

（改 6） 

平成 29 年 10 月 31 日までに 

溶接技能評価試験 専 門 級 試 験
（技能実習 2号終了前の試験）

の受験を希望される方々へ 
 

一般社団法人 日本溶接協会 
 
現行の技能実習制度の技能実習 2 号終了前に実施される 専門級試験（技能検定では「3級試験」）は、JIS Z 

3801（手溶接）或いは JIS Z 3841（半自動溶接）に基づく溶接技能者試験を兼ねて実施しています。専門級

試験の受験を希望される方は、下表の試験を受験願います。なお、こちらは新しい技能実習制度施行までの期

間における試験内容ですのでご留意下さい。 
該当者 試験内容 備考 

溶接職種の

手溶接作業

で来日され

ている方※1 

【学科試験】 
日本語（漢字ひらがなルビ付き）※2、四者択一法

（20 問） 
【実技試験】 
溶接方法：被覆アーク溶接 
溶接姿勢：次の①と②の両方（同時受験可） 
① 下向（A-2F 或いは N-2F） 
② 次の溶接姿勢のいずれか※3 

立向（A-2V 或いは N-2V）、 
横向（A-2H 或いは N-2H）、 
上向（A-2O 或いは N-2O）、 
固定管（A-2P 或いは N-2P） 

※ A は裏当金有り、N は裏当金無し 

1）A-2V,H,O,Pのいずれかを受験される方

で、既にA-2Fの資格を持ち、有効期限が

過ぎていない場合は、A-2F及び学科試験

が免除となります。※4 
2）N-2V,H,O,Pのいずれかを受験される方

で、既にN-2Fの資格を持ち、有効期限が

過ぎていない場合は、N-2F及び学科試験

が免除となります。※4 

溶接職種の

半自動溶接

作業で来日

されている

方※1 

【学科試験】 
日本語（漢字ひらがなルビ付き）※2、四者択一法

（20 問） 
【実技試験】 
溶接方法：マグ溶接 或いは ｾﾙﾌｼｰﾙﾄﾞｱｰｸ溶接 
溶接姿勢：次の①と②の両方（同時受験可） 
① 下向（SA-2F、SN-2F 或いは SS-2F） 
② 次の溶接姿勢のいずれか※3 

立向（SA-2V、SN-2V 或いは SS-2V）、 
横向（SA-2H、SN-2H 或いは SS-2H）、 
上向（SA-2O、SN-2O 或いは SS-2O）、 
固定管（SA-2P、SN-2P 或いは SS-2P） 

※ SA、SS は裏当金有り、SN は裏当金無し 

1）SA-2V,H,O,Pのいずれかを受験される

方で、既にSA-2Fの資格を持ち、有効期

限が過ぎていない場合は、SA-2F及び学

科試験が免除となります。※4 
2）SN-2V,H,O,Pのいずれかを受験される

方で、既にSN-2Fの資格を持ち、有効期

限が過ぎていない場合は、SN-2F及び学

科試験が免除となります。※4 
3）SS-2V,H,O,Pのいずれかを受験される方

で、既にSS-2Fの資格を持ち、有効期限

が過ぎていない場合は、SS-2F及び学科

試験が免除となります。※4 

 
※１ 作業は変えられません。初級試験で手溶接を受験された方は手溶接を、半自動溶接を受験された方は半

自動溶接を受験して下さい。 



※２ 希望者は日本語（漢字ひらがなルビ付き）の学科試験の代わりに外国語の学科試験を受験することが可

能です。ただし、外国語の学科試験の合格については、優良な実習実施者・監理団体の加点対象とはなり

ませんのでご留意下さい。 

外国語の学科試験を希望される場合は、別紙「新制度移行までの補足情報書」の「学科試験－希望言語」

欄の「外国語」に○印を付し、（ ）内に希望言語をご記入下さい。 
 
※３ 技能実習 3 号への移行は、前頁の表の実技試験の溶接姿勢②の 1 つが合格すれば、可能となります。 

溶接姿勢②の複数受験（例：立向と横向を同時に受験すること）も可能ですが、5 年目終了時の上級試

験では②のうち専門級試験で合格していない姿勢を選択する必要があるため、専門級試験で全ての姿勢（立

向、横向、上向、固定管）に合格した場合は上級試験で受験する種目がなくなってしまいますのでご注意

下さい。 
 
※４ 学科試験が免除となる方でも、希望者は日本語（漢字ひらがなルビ付き）の学科試験を受験することが

可能です。合格した場合は、優良な実習実施者・監理団体の加点対象となります。 

受験を希望される場合は、別紙「新制度移行までの補足情報書」の「学科試験－希望言語」欄の「日本

語（漢字ひらがなルビ付き）」に○印を付して下さい。 

 
【専門級試験の申込みについて】 

受験の申込みにあたっては、以下の書類を必ず提出して下さい。 
なお、受験は１回のみです。ただし、これに不合格だった場合は、再試験を１回に限り受験可能です。 
また、再試験を平成 29年 11月 1日以降に実施する場合でも、試験内容は平成 29年 11月 1日以降用の新

しい試験内容とはならず、本案内の試験内容で再受験いただきますのでご留意ください。 

①受験申込書 

「溶接技能者評価試験申込書［JIS Z 3801 手溶接（ｱｰｸ）］」或いは「溶接技能者評価試験申込書（JIS 
Z 3841 半自動溶接）」をご使用願います。 

②初級試験の合格証明書の写し 

③新制度移行までの補足情報書（最後のページに様式がございます） 

④パスポートの写し（③の裏面に糊付け） 

⑤在留カードの写し（③の裏面に糊付け） 

⑥（再試験のみ）前回の結果証明書の写し 

 
【合否結果の連絡】 

合否結果は受験日の約２ヶ月後に溶接技能評価試験 結果証明書（学科試験、実技試験）の送付によりご

連絡します。 
 
 

＜各試験での名称対比表（外国人技能実習制度の概要）＞ 
年数 1 年目 2 年目 3 年目 1 ヶ月 

以上 4 年目 5 年目 

技能実習名称 技能実習1号 技能実習2号  一時帰国 技能実習 3 号  
技能検定名称 基礎級 

（旧 基礎2級） 

 

（旧 基礎1級） 

3 級   2 級 

技能実習評価 

試験名称 

初級試験 中級試験 専門級試験   上級試験 

・関係諸機関の指導により、当協会では技能実習 2号の内、2年目の方は専門級試験の受験対象とはしており

ません。 

以上 



 

新制度移行までの補足情報書 

 

【注意事項】 
1）結果証明書は実習実施機関にお送りします。監理団体へは、実習実施機関

から連絡して下さいますようお願い致します。 
2）＊印が付いている箇所には記入しないで下さい。本紙は新制度施行までの暫

定的な補足書となりますのでご注意願います。 
3）専門級試験を受験する場合は、本紙の所定事項をご記入の上、「溶接技能者

評価試験申込書［JIS Z 3801 手溶接（ｱｰｸ）］」或いは「溶接技能者評価試験

申込書（JIS Z 3841 半自動溶接）」と共に提出して下さい。なお、作業（手

溶接作業、半自動溶接作業）は変えられませんので、ご注意願います。 
4）本紙の裏面には、｢パスポート｣及び｢在留カード｣の写しを糊付けで添付願い

ます。 

 

受 付 日 

＊ 

初級試験合格証明書番号 

＊ 

受 験 番 号 

＊ 

証 明 書 番 号 

＊ 

 

 

（フリガナ）  

氏 名 
（英文） 

                              

                              

※パスポートの表記通りにご記入下さい。 

性 別 男 ・ 女 生年月日（西暦）     年    月    日（満    歳） 国籍： 

学
科
試
験 

希望言語   日本語（漢字ひらがなルビ付き）  ・  外国語（        ） 
※ 日本語（漢字ひらがなルビ付き）の学科試験に合格した場合は、優良な実習実施者・監理団体の加点対象となります。 

※ 外国語は、7 か国語（英語、韓国語、中国語、ベトナム語、タイ語、ポルトガル語、インドネシア語）から選択ください。 

※ 対応する外国語の学科試験が無い場合は、日本語（漢字ひらがなルビ付き）で受験頂きます。 

実習実施機関名 
（申込書では勤務先） 

 

住所 〒 

TEL： FAX： 
担当者名  

監理団体名  

住所 〒 

TEL： FAX： 
担当者名  

確

認

事

項 

受験希望時期 年   月   日  受験資格判定 ＊ 

入国年月日 年   月   日  免除 
資格 
判定 

実技免除 ＊ 

技能実習2号期間 年  月～   年  月  学科免除 ＊ 

在 留 期 間 年   月  免除なし ＊ 

別紙 


